
公立南砺中央病院６階療養病床の転換について 

１現況 

●療養病床（４５床）   

 療養病床は、長期にわたり療養を必要とする慢性期の患者様を対象とする病床。 

（内訳） 

○医療型療養病床（6階 21 床） 

 急性期以降の慢性期疾患の治療と「療養」を目的とし、医療保険が適用 

○介護型療養病床（6階 24 床） 

 病状安定期において、医学的管理のもと長期にわたる療養や介護を目的とし、介護保

険が適用。 

２今後の取組 

先般、国から療養病床転換の受け皿としての介護医療院の施設基準等が発表された事

を受けて、６階療養病床について、介護医療院への転換も含め、病床転換部会にて調査・

協議・検討を進める。 

主な検討内容等 

 ・現行の施設（ハード）と人員体制（ソフト）の有効活用 

・地域ニーズを踏まえた必要なサービスの提供 

・民間病院及び介護施設との連携と役割分担 

３参考 

●新病院改革プランから抜粋 

○地域医療構想を踏まえた当院の役割 （プラン６P） 

 富山県の地域医療構想及び患者数の動向（市の人口は減少するが、医療需要の高い高

齢者人口が横ばいで推移）を踏まえ、病院機能の一部縮小（療養病床４５床）と休止病

床４１床の介護施設等への転換を進めるが、引き続き、当院が担っている救急、急性期

医療の役割とともに次の役割を果たす。 

・地域包括ケア病床による回復期機能の強化 

・地域のニーズに適応した介護サービスの提供（病棟転換による老人保健施設等の整備） 

○事業規模・事業形態の見直し （プラン７P） 

２)当市は、当分の期間は老年人口の割合が 4 割を超える状況が続くと見込まれること

から、６階療養病棟及び３階休止病棟を機能転換し、住民ニーズに沿った介護サービス

等を提供できる病院を目指す。 

○当該病院に係る再編・ネットワーク化計画の概要 （プラン８P） 

慢性期医療については、圏域内の民間病院と連携していくこととして、国が示す療養

病床の在り方を踏まえ療養病床を縮小、あるいは廃止し、病床の転換を図る。 

●介護医療院の概要について 

 ○別紙参照 
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